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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第27期

第１四半期累計(会計)期間
第26期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 1,455,565 5,826,684

経常利益 (千円) 61,242 395,096

四半期(当期)純利益 (千円) 29,204 132,408

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─

資本金 (千円) 292,375 292,375

発行済株式総数 (株) 2,835,000 2,835,000

純資産額 (千円) 2,203,384 2,202,688

総資産額 (千円) 3,322,219 3,161,394

１株当たり純資産額 (円) 777.21 776.96

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 10.30 46.94

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ 10

自己資本比率 (％) 66.3 69.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 133,070 453,402

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △190,222 △599,820

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 76,119 201,278

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 164,683 145,715

従業員数 (名) 150 146

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、当社は関連会社を有していないため記載しておりませ

　　ん。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、潜在株式がないため記載しておりませ

　　ん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 150 (500)

(注) １ 従業員数は、他社から当社への出向者を含む就業人員数であります。

　　 ２ 従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員（一人当た

　　　　り519時間換算）であります。

　　 ３ 臨時従業員は、パートタイマー・アルバイトの従業員を含み派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第１四半期会計期間における仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

業態の名称

当第１四半期会計期間
(平成20年４月１日から
 平成20年６月30日まで)

金額(千円)

オリジナル部門

忍家 135,683 

くいどころBAR 14,190 

かいらく  3,916 

月の詩 4,451 

小計 158,241 

フランチャイズ部門

村さ来 12,656 

益益 31,104 

大阪王将 5,979 

小計 49,739 

東北・北関東事業部計 207,981 

オリジナル部門 忍家 155,882 

フランチャイズ部門

村さ来 13,674 

益益 33,104 

大阪王将 4,146 

はなまるうどん 6,906 

小計 57,832 

首都圏・北関東事業部計 213,714 

合計 421,696 

(注) １ 金額は、仕入価格によっております。
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３ 上記の事業部区分において、各事業部における北関東地区の内訳は次のとおりであります。
　①首都圏・北関東事業部
栃木県及び群馬県、並びに茨城県南部(古河市・坂東市・守谷市・取手市・龍ヶ崎市・牛久市等)

　②北関東・東北事業部
茨城県(茨城県南部を除く)
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(2) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

業態の名称

当第１四半期会計期間
(平成20年４月１日から
 平成20年６月30日まで)

金額(千円)

オリジナル部門

忍家 475,270 　

くいどころBAR 47,363 

かいらく 12,457 

月の詩 16,467 

小計 551,557 

フランチャイズ部門

村さ来 45,341 

益益 95,043 

大阪王将 17,363 

小計 157,747 

東北・北関東事業部計 709,305 

オリジナル部門 忍家 563,616 

フランチャイズ部門

村さ来 45,072 

益益 105,771 

大阪王将 11,338 

はなまるうどん 20,460 

小計 182,644 

首都圏・北関東事業部計 746,260 

合計 1,455,565 

(注) １ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２ 上記の事業部区分において、各事業部における北関東地区の内訳は仕入実績(注)３に同じであります。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

(１)経営成績の分析

当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、米国において株式市場の混乱・円高ドル安の進行によ

る景気後退が懸念される状況にあります。また、原油・穀物に代表される商品市況の極端な高騰により原

料価格の急激な上昇が企業収益を圧迫し、個人消費においても減退傾向が鮮明となっており、全般的に好

材料が少ないなか景気は後退局面に入ろうとしております。

　そのような経済環境のもと、当社の属する飲食業界におきましては、物価上昇による節約意識の高まり

により外食を控える傾向にあり、度重なる食への安心・安全を脅かす食品偽装問題も利用動機を減退さ

せる大きな要因であり、販売実績の低下が懸念される状況にあります。

　そのような状況のもと、当社は、経営効率のより一層の向上を目指し、当事業年度及び翌事業年度の二事

業年度を事業の再構築期間と定め、新規出店による増収効果のみに頼らず、不採算店舗の積極的な閉鎖に

より利益率の向上を目指した事業改革を進めております。販売戦略としましては「商品力の強化」を目

的とした産地にこだわった高品質な食材の使用や季節ごとの各種フェアの開催を通じて、お客様の利用

動機の底上げを常に模索しております。また、「人材力の強化」によりお客様に「より快適な食の時間」

をご提供できるよう「さすがのサービス」を目標に従業員全員の資質向上に努めております。

　当第１四半期会計期間の店舗数につきましては、首都圏エリアドミナント化及び東北エリアサブドミナ

ント化の一環として基幹店舗である「忍家」業態を埼玉県に２店舗と宮城県に１店舗出店し、既存店舗

の活性化を図るため「村さ来」業態４店舗を「益益」業態へ３店舗及び「忍家」業態へ１店舗業態変更

し、設備の更新時期を迎えた３店舗の改装を行い、経営効率の向上を目的として業績不振の３店舗を閉鎖

しました結果、90店舗となりました。

　以上の結果、当第１四半期会計期間の業績は売上高1,455,565千円、売上総利益1,036,076千円、販売費及

び一般管理費については974,629千円となり営業利益61,447千円となりました。経常利益につきましては

61,242千円となり、特別損失に業態変更店舗の設備造作等の廃棄による固定資産除却損3,859千円の計上

等により四半期純利益29,204千円となりました。

　

(２)財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における資産の状況は、店舗新設及び業態変更・改装等の設備投資による有

形固定資産の増加88,125千円及び投資その他の資産の増加14,312千円等により総資産3,322,219千円(対

前事業年度末比160,825千円増)となりました。

　負債は、設備資金に対する長短借入金の増加99,349千円及びその他の負債の増加67,296千円、並びに店

舗閉鎖損失引当金の取崩による減少10,143千円等により1,118,835千円(対前事業年度末比160,129千円

増)となりました。

　純資産は四半期純利益の計上により29,204千円増加し、期末配当金の支出計上により28,350千円減少し

2,203,384千円(対前事業年度末比695千円増)となりました。

　

(３)キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、新規出店及び業態変更等に要する設備投資

を行いつつ、資金需要に対する新規借入への依存を最小限に抑えながら、既存借入金の償還を予定通り進

めた結果、164,683千円(対前事業年度末比18,967千円増)となりました。

　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

 営業活動によるキャッシュ・フローは、133,070千円となりました。収入の主な内訳は税引前四半期純

利益57,082千円及び減価償却費81,392千円、並びにその他の負債の増加額58,277千円であり、支出の主な

内訳は賞与引当金の減少額20,773千円及び法人税等の支払額13,011千円、並びに未払金の減少額10,980

千円であります。

　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

 投資活動によるキャッシュ・フローは、△190,222千円となりました。収入の主な内訳は定期預金の払

戻しによる収入80,000千円であり、支出の主な内訳は有形固定資産の取得による支出144,177千円及び定

期預金の預入による支出89,000千円、並びに敷金及び保証金の差入による支出22,912千円であります。

　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

 財務活動によるキャッシュ・フローは、76,119千円となりました。収入の内訳は短期借入金による収

入70,000千円及び長期借入金による収入100,000千円であり、支出の内訳は長期借入金の返済による支出

70,650千円及び配当金の支払額23,230千円であります。
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(４)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当会社事業上及び財務上の対処べき課題に重要な変更及び新たに発

生した課題はありません。

　

(５)研究開発活動

該当事項はありません。

　

(６)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と課題

当社を取り巻く事業環境は、商品市況の極端な高騰による物価上昇が継続し、年金問題や少子高齢化の

進行に伴う将来への不安が増大するなか、個人消費における生活関連支出以外の不要不急と判断される

支出の減退傾向が鮮明となってきており、アルコール消費に対する社会的な消費抑制など販売実績の低

下が懸念される状況にあります。また、前述の物価上昇による経費増加による利益圧迫も経営成績に重要

な影響を与えるものと考えております。

　そのような状況のなか、飲食業においては利用動機の減退する中、あらゆる嗜好に対応できる多様な店

舗展開が求められております。また、外的要因による経費増加圧力を吸収できる効率的な事業組織の構築

が急務であると考えております。

　当社といたしましては、これらの状況を踏まえ、以下のとおり考えております。

①出店戦略

基幹店舗である「忍家」業態での出店に注力しつつ、既存店舗の改廃を進めて参ります。出店地域とし

ましては、従来は主に地方への出店に注力して参りましたが、今後は市場規模のより大きな首都圏地域へ

の出店を強化する方針であります。これは、「忍家」業態の知名度向上によるナショナルブランド化への

一環でもあります。

　また、居酒屋色を排した食事性の高い業態の開発を平行して進め、アルコール飲料消費減退が進行する

なか安定的な収益確保が可能となる店舗展開を模索して参ります。この考えに基づき、食事性の高い新業

態として「しゃぶしゃぶ三昧　巴」１号店を平成20年８月７日に茨城県ひたちなか市において開店いた

しました。

②商品戦略

日本全国各地の特色ある「こだわり食材」及び「季節の旬の食材」をお値打ち価格で提供して参りま

す。また、近年多発する食品偽装による食への安心・安全に対する不審感に対応できるよう、地元茨城の

生産者から直接仕入れる「顔の見える食材」の導入を積極的に進めて参ります。

　これらの食材の特徴を生かしたシンプルな商品に加え、創作性の高い当社独自の商品を提供することに

より、あらゆる客層の嗜好に対応可能な商品構成を模索しております。

③人材戦略

飲食業の基本となるＱＳＣ(商品の品質・サービス・クリンリネス)向上の基礎となる「人材力の強

化」のため、店舗の管理体制を見直して参ります。

　具体的には、店舗責任者の資質向上は業績向上への最短の手段であると再認識し、社内研修制度の拡充

による店長育成に注力しております。また、エリア責任者の増員により１人別の担当店舗数を削減し、店

舗とのコミュニケーション能力の向上を図り様々な問題の早期解決や、エリア別のきめ細かい販売促進

の導入を可能とするものであります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間に以下の設備を取得いたしました。
平成20年６月30日現在

事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内容

帳簿価額(千円)

建物
及び構築物

工具器具
備品

建設仮勘定 その他 合計

忍家若葉店
(埼玉県坂戸市)

飲食業 店舗設備等 41,1903,000 ─ 7,00051,190

忍家勝田店
(茨城県勝田市)

飲食業 店舗設備等 49,3651,671 ─ ─ 51,036

忍家川口駅東口店
(埼玉県川口市)

飲食業 店舗設備等 ─ ─ 1,470 　6,800 8,270

忍家志木駅東口店
(埼玉県新座市)

飲食業 店舗設備等 ─ ─ 9,555 7,50017,055

忍家上尾店
(埼玉県上尾市)

飲食業 店舗設備等 ─ ─ 1,470 4,080 5,550

巴ひたちなか店
(茨城県ひたちなか市)

飲食業 店舗設備等 ─ ─ ─ 4,500 4,500

かいらく
(茨城県水戸市)

飲食業 店舗設備等 12,275 ─ ─ ─ 12,275

くいどころBAR壱豆
(茨城県水戸市)

飲食業 店舗設備等 11,251 ─ ─ ─ 11,251

益益真岡店
(栃木県真岡市)

飲食業 店舗設備等 12,802 874 ─ ─ 13,677

益益羽生店
(埼玉県羽生市)

飲食業 店舗設備等 3,437 ─ ─ ─ 3,437

益益佐野店
(栃木県佐野市)

飲食業 店舗設備等 3,311 806 ─ ─ 4,118

益益茨大前店
(茨城県水戸市)

飲食業 店舗設備等 12,063 419 ─ ─ 12,483

益益常陸太田店
(茨城県常陸太田市)

飲食業 店舗設備等 7,489 ─ ─ ─ 7,489

(注) １ 上記の金額には、消費税は含まれておりません。

　　 ２ 上記は、店舗の新設及び業態変更、並びに改装による設備投資であります。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前会計年度末に計画中であった、忍家若葉店の店舗新設につきましては平成20年６月に完了いたしま

した。これに伴い首都圏エリアの忍家の店舗数は14店舗(埼玉エリア10店舗、千葉エリア４店舗)となりま

した。

　また、当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,140,000

計 10,140,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,835,000 2,835,000
ジャスダック証券
取引所

─

計 2,835,000 2,835,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。
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(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ─ 2,835,000─ 292,375─ 282,375

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等) ─ ― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式2,834,700 28,347
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

単元未満株式 300 ―

発行済株式総数 2,835,000― ―

総株主の議決権 ― 28,347 ―

(注)　「完全議決権株式数(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の失念株200株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 ― ─ ─ ─ ─

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月

　
５月

　
６月

最高(円) 354 359 377

最低(円) 285 311 332

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間(平成20年４月１日か

ら平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け

ております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前会計年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 224,683 175,715

売掛金 24,398 25,932

原材料 36,460 34,276

前払費用 73,794 65,166

繰延税金資産 34,688 34,688

その他 4,299 4,136

流動資産合計 398,325 339,915

固定資産

有形固定資産

建物 1,726,669 1,654,819

その他 55,497 39,221

有形固定資産合計 ※１
 1,782,167

※１
 1,694,041

無形固定資産 3,466 3,489

投資その他の資産

長期貸付金 ※２
 133,635

※２
 129,464

繰延税金資産 43,530 43,422

敷金及び保証金 424,805 404,949

長期預金 472,000 493,000

その他 74,219 63,040

貸倒引当金 △9,930 △9,930

投資その他の資産合計 1,138,261 1,123,948

固定資産合計 2,923,894 2,821,478

資産合計 3,322,219 3,161,394

負債の部

流動負債

買掛金 145,656 149,443

短期借入金 70,000 －

1年内返済予定の長期借入金 269,057 255,148

未払金 229,140 211,898

未払法人税等 29,276 17,144

賞与引当金 8,856 29,630

店舗閉鎖損失引当金 22,573 32,716

その他 154,191 86,895

流動負債合計 928,752 782,877

固定負債

長期借入金 186,695 171,254

その他 3,387 4,574

固定負債合計 190,082 175,828

負債合計 1,118,835 958,706

純資産の部

株主資本

資本金 292,375 292,375

資本剰余金

資本準備金 282,375 282,375

資本剰余金合計 282,375 282,375

利益剰余金

利益準備金 4,500 4,500

その他利益剰余金
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別途積立金 1,000,000 1,000,000

繰越利益剰余金 625,558 624,703

利益剰余金合計 1,630,058 1,629,203

株主資本合計 2,204,808 2,203,953

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,423 △1,265

評価・換算差額等合計 △1,423 △1,265

純資産合計 2,203,384 2,202,688

負債純資産合計 3,322,219 3,161,394
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(2)【四半期損益計算書】
　　【第1四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
   至 平成20年６月30日)

売上高 1,455,565

売上原価 419,489

売上総利益 1,036,076

販売費及び一般管理費 ※
 974,629

営業利益 61,447

営業外収益

受取利息 776

専売料収入 1,129

その他 115

営業外収益合計 2,021

営業外費用

支払利息 2,057

その他 168

営業外費用合計 2,225

経常利益 61,242

特別損失

固定資産除却損 3,859

店舗閉鎖損失 300

特別損失合計 4,160

税引前四半期純利益 57,082

法人税、住民税及び事業税 27,878

四半期純利益 29,204
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
   至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 57,082

減価償却費 81,392

賞与引当金の増減額（△は減少） △20,773

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △9,563

固定資産除却損 3,859

店舗閉鎖損失 300

受取利息及び受取配当金 △777

支払利息 2,057

売上債権の増減額（△は増加） 1,533

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,184

その他の資産の増減額（△は増加） △8,766

仕入債務の増減額（△は減少） △3,787

未払金の増減額（△は減少） △10,980

その他の負債の増減額（△は減少） 58,277

その他 400

小計 148,070

利息及び配当金の受取額 55

利息の支払額 △2,043

法人税等の支払額 △13,011

営業活動によるキャッシュ・フロー 133,070

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △89,000

定期預金の払戻による収入 80,000

有形固定資産の取得による支出 △144,177

無形固定資産の取得による支出 △12

投資有価証券の取得による支出 △10,200

建設協力金の支払による支出 △7,000

建設協力金の回収による収入 2,679

敷金及び保証金の差入による支出 △22,912

敷金及び保証金の回収による収入 400

投資活動によるキャッシュ・フロー △190,222

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 70,000

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △70,650

配当金の支払額 △23,230

財務活動によるキャッシュ・フロー 76,119

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 18,967

現金及び現金同等物の期首残高 145,715

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 164,683
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　当第１四半期会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　　該当事項はありません。
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に

係る減価償却費の額を期間按分して計算する方法に

よっております。

２　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事

業年度末以降に経営環境等、かつ、一次差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度

において使用した将来の業績予測やタックスプランニ

ングを利用する方法によっております。

 

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　税金費用の計算

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用

しております。なお、法人税等調整額は「法人税、住民

税及び事業税」に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　1,499,517千円

 

※２　長期貸付金

　　　長期貸付金は全て建設協力金であります。

 

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　1,508,509千円

 

※２　長期貸付金

　　　長期貸付金は全て建設協力金であります。
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(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

　
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　 役員報酬                         31,380千円

　　　 給料手当　　　　　　　　　　　　388,631千円

　　　 賞与引当金繰入額                  8,856千円
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 224,683千円

預入期間が３か月超の定期預金 △　60,000〃

現金及び現金同等物 164,683千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 2,835,000

　

　

２　自己株式に関する事項

　　該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 28,350 10.00平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　  該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　  該当事項はありません。
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(リース取引関係)

　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を

　　行っておりますが、当四半期会計期間におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変　

　　動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

　　　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末と比較して著しい変動はあ

　　りません。

　

(デリバティブ取引関係)

　 該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　 該当事項はありません。
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(持分法損益等)

　 該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

　 該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

777.21円 776.96円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 10.30円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益       ─

(注)１　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項　　目
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

損益計算書上の四半期純利益(千円) 29,204

普通株式に係る四半期純利益(千円) 29,204

普通株式の期中平均株式数(株) 2,835,000

　　２　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。
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２【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月11日

ホリイフードサービス株式会社

　　　取　締　役　会　 御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　関　　　常　芳　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　沼　田　敦　士　　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

るホリイフードサービス株式会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの第２７期事業

年度の第１四半期累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年６月３０日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。 

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ホリイフードサービス株式会社の平成２０年

６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。 

以　上

　

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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